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無い時のキ描(し洵市)有る時の検約(け存ゃ()°榎目挙終Fほ寺眼(ぃ1"ぉうほう)
金が無い時は不自由を手抱して

ピずt低 約を心掛けるのがよい
【llい1,の手抱有る時の倹約】 ある時も浪致

ということ。

ということ。【□呆応報】 人 の考えや行いの善恐に応して相応め報いがある

「囚果Jは  原 因と結果。

船椅市仰■年の11月15日の広報 「=な ばしJで  厳 しい財政状況を改善 し 市 民の

こ―ズに即 したサービスを継続して提llしていけるよう 平 成16年度から10年度を実

施期いとする 「財政健全化プランJを 策定 したと発表しました。約論は賛成ですが

各斡に検討の余地があるのでないかと思われることについて賀間しました。

〇市立学校数地内盛草を有相化することについて

本件は、自家用草で通勤してきて、学校に駐車する教職員から駐車村査

眠っていた大地と樹木t線 が戻う 色 鮮やかな花ぶ咲ま始あまし

た。3月 の声を開くと,いがうどう意して営ます。

私たちは3月議会の真っ只中です)新 年度の予算を寄議する大切

な査会です。この報告は4月 からさせて規きますが 今 回は12月議

会での質ド1の本―卜2で すゃ

を徴収 しようというものです。

Tlは、学校欧地内で有料化されると、個人的

に保管場所としての権利が発生 して 暗 黙の了

解ができあがってしまい、教職員同士や来客者

保護者との トラブルが危嗅される。また 有 ll

イしに伴いバスや電車通勤にした場合、特に交通不便地域の学技では、パス

時間や電車の時間に合わせた行動となり 部 活動や教材の持ち込みにも不

tEをきたしてしまう。行動純国が衣くなると目もいき屈かなくなってしま

いますb

『活きてlr Nることわざ』
船橋市議会議員

子申 E日 壕雲 '((か んtひうえい)議会報告
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なによりも大tlなことは、先生方に分分な精IH的な負

担をかけないで、十■達の教育に専念 してもらうことが

肝要ではないか、再考 してはどうか と 市の見解を伺い

ました。

「市議会だよう 第172号Jに も載っていますが、市か

ら 「実施に向けて検討をおめたばかりである。全市的な

問題であり、有料化に伴う弊害 も考えられるので関係機

間と協議していきたいJと 、いい意味で一歩後退した回各を得ました。

「JRtい時の辛抱有る時の使約Jの 精4,は行政にも重要なことですぶ

②母子等家庭児童凄育保育手当について

本件は、母子等家庭に支給されていた手当の対象者を、■子守家庄とな

ってしまった要因を 「死別Jに 限定することにしたものです。

要因には 「離婚」もあります。この 「離婚Jの 場合を対象外としようと

いうものです。

私は、現実はどちらも 「母子等家庭」であり、子供を表育することにま

はない。子供には何の昇もない。おしい、辛い思いを少しでも軽就しても

らえないか そ の原因で差別することは■めて欲 しい。その理的と削減効

果がどのくらいあるのか、質問しました。

市は、 「全ての母子等家庭は国の法律で保障されていて、保育手当が支

給されている。船精市はそれにブラスして支給してきていた。原因が離婚

の方について、その分をカットするものである。それにより年間で約3億

円の経費節減効果がある。ご理解を賜りたいJと 回答しました。

一部では、この保育手当を受けるために 協 議

離婚を装い中請している者もいると側いています。

必す 「困果応報』お`あると信します。とは言え、

そんな悪者道放のために、やむを得す離婚となり、

一生懸命に働き子性の養育に干している方が首し

んではいけません。温かな思いや りが必要ではないで しょうか。

市の方針tク レームをつけたり反対することは簡単ですが そ れで終わっては何も

進歩しません。代替察やより良い制度やンステムを考察して市政に反映してい営たい

と思っていますので ご 意見 ご 盤言をお寄せください。

オ,電ユ リ蜂回だ
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